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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第９回武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会 

開 催 日 時 平成２１年 ２月 １３日（金）午後２時 ～ ４時 

開 催 場 所 緑が丘ふれあいセンター男女共同参画センター学習室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：（委員）荻原恵子、鴻田臣代、内野登志子、清野智美、宮川文、

鈴木寿子、矢口幸恵、浜浦秀行、栗原誠、三浦千恵子 

（事務局）木村主査、橋本主事 

議 題 

１ 報告事項 

(1)第８回男女共同参画推進市民委員会の会議結果について 

(2)その他 

２ 議  題 

(1) 情報誌「ＹＯＵ・Ｉ」第 17号の発行について 

(2) その他 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

１ 報告事項 

(1)第８回男女共同参画推進市民委員会の会議結果について 

第８回男女共同参画推進市民委員会の会議の結果について報告。 

(2)その他 

 

２ 議  題 

(1) 情報誌「ＹＯＵ・Ｉ」第 17号の発行について 

 ・本日委員から出された意見をふまえ、事務局で編集し、情報誌「ＹＯ

Ｕ・Ｉ」第 17号を３月２日に発行する予定である。 

(2) その他     

・第 10回市民委員会は、平成 21年３月 23日（月）午後２時から開催。

(3) 学習タイム 

 「交際相手からの暴力と法～自分を守るための法的対策とは～」 

審議経過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

１ 報告事項 

(1)第８回男女共同参画推進市民委員会の会議結果について 

（事務局）第８回男女共同参画推進市民委員会の会議の結果について報

告。 

－質疑・意見等－ 

  特になし。 

(2)その他 

－質疑・意見等－ 

  特になし。 

２ 議  題 

(1) 情報誌「ＹＯＵ・Ｉ」第 17号の発行について 

（事務局）委員から提出された原稿を基に、情報誌をまとめた。前回空欄

だった「仕事編」については、事務局でまとめた。その他は、前

回委員会での意見を踏まえ修正したので、今回全体的にもう一度

確認してもらい、加えるところがあれば手を加え、完成としたい

と思う。 

（委員長）順番に見ていき、訂正、補足等あれば意見を出してほしい。表

紙については特にないと思うので、２ページ目について何か意見

はあるか。 

（委員長）それぞれの季節にいろいろな『よさ』があるという文面がある
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が、ここは平がなでいいだろうか。 

（事務局）出してもらった原稿をそのまま使用した。 

（委 員）特にこだわりはないので、どちらでもいいかと思う。 

（事務局）平がなのほうが優しく伝わるかもしれない。 

（委員長）特にみんなこだわりはないので、平がなを使用する。他に何か

気になるところはあるか。 

（委 員）特になし。 

（委員長）次に「出産編」について、補足等意見はあるか。 

（委員長）前回の会議で、マタニティキーホルダーのマークがあると分か

りやすいということで入れてもらったが、武蔵村山病院の診療時

間については今回も掲載されていないので、これはぜひ載せても

らいたい。   

（事務局）前回会議で出たが、入れ忘れてしまった。病院の写真の下にス

ペースを作り、載せたいと思う。 

（委 員）保健師の話し合いの場に参加したが、出産まで５回は診察が無

料ということを初めて知った。今、全部の診察を無料にという運

動をしているようだ。 

（委員長）知らない人もいると思うので、情報誌にも無料が５回あるとい

うことを入れたらいいと思う。 

（委 員）いつでも使えるというわけではなく、前期で１枚目、中期で２

枚目というように、使用できる時期が決まっている。 

（委 員）チャイルドシート貸出もあるということが載っているが、これ

は無料なのか。 

（事務局）無料である。 

（委 員）それなら、無料ということを一言入れるべきだと思う。 

（委員長）妊娠が分かったら、一番初めにどこに行けばいいのか。 

（事務局）病院から指示が出て、母子手帳をもらいに行くと思う。 

（委員長）母子手帳は、お伊勢の森分室にもらいに行くのか。 

（事務局）保健相談センター、お伊勢の森分室、緑が丘出張所のいずれか

である。 

（委 員）そのときに、何週目のときは、この紙を使用する等の説明はあ

るのだろうか。 

（事務局）お伊勢の森分室だったら、保健師がいるのでそこまで説明して

くれると思うが、緑が丘出張所は難しいかもしれない。 

（委 員）お伊勢の森分室は、全部きちんと説明をしてくれているそうな

ので、それは市で行っているいいところだと話していた。 

（委 員）お伊勢の森分室と書かれているところを、もう少し目立たせた

らいいと思う。 

（委員長）母子手帳の交付というと、保健相談センターだと思い込んでし

まいがちである。 

（事務局）市の施設の名称のつけ方が分かりづらいのだと思う。お伊勢の

森分室といいながら、保健相談センターより分室のほうが主であ

る。 

（委員長）一番ここが集中の場所であるということが分かる名称ならいい

と思う。 

（委 員）赤ちゃんセンターというように分かりやすくしてもらいたい。

（事務局）５回まで無料ということは、情報誌にも載せたいと思う。 

（委 員）武蔵村山市民が、東大和市や他市の病院に行くときでもその紙

を使用できるのか。 

（事務局）東京都内の母子手帳を持っている人は、東京都内全域で使用可



 3

能である。 

（委 員）ここは「出産編」ということで、赤ちゃんコーナーらしいイラ

ストを大きくいれたらいいと思う。 

（事務局）人目で分かるように、イラストを工夫したいと思う。 

（委員長）次に「仕事編」のページに移りたいと思う。何か意見はある

か。 

（事務局）仕事編の報告をすると、２つの施設の紹介は難しいと思い、介

護老人保健施設アルカディアに問い合わせをし、今回の特集の趣

旨の説明をしたところ、職場復帰をした介護福祉士の女性がいる

ということで、その方に話を聞いた。妊娠中から通所のフロアに

してくれたり、夜勤をなくすなど働きやすい環境にしてくれたと

のことであった。女性職員の人数も、男性職員よりやや多い職場

であった。勤務体制は、介護ということで不規則であったが、週

休２日はあるようだ。資格については、ホームヘルパー２級はシ

ルバー人材センターからの職員を除き、全員持っているそうであ

る。３年施設で働くと、介護福祉士の受験資格が得られるという

ことで、スキルアップを目指す職員が男性職員も含めて多い。下

段に、委員から地域に貢献している団体ということで、原稿をい

ただいていたので、それをもとに２つの団体について載せた。 

（委 員）立川法人会の取組で、地元の小学校で租税教室を開催してい

る。地元の小学校を対象としており、今後も続けていく事業なの

で身近に感じられると思うので載せてもらいたい。 

（委員長）租税教室はどのようなことをするのか。 

（委 員）税金のある社会とない社会を勉強していく。初め、税金のない

社会を勉強し、とられないからいいかと思うが、そうすると高齢

者になっても働かなければならない。最終的には、税金を払って

みんなで助け合う社会がいいということを子どもたちに分かって

もらい、将来大人になって働いたら税金を払っていく意識を高め

てもらうための租税教室である。小学校６年生を対象に、法人会

が手伝っている。しかし、まだ全校では実施できていない。 

（事務局）租税教室について掲載し、地域に貢献している団体としてさら

にアピールしていこうと思う。 

（委員長）「自治会編」については何か意見はあるか。 

（委 員）自治会加入のすすめとして載っている１番目と３番目は同じ内

容ではないか。 

（事務局）確かにそうである。３番目をなくして、２つでもいいかもしれ

ない。 

（委 員）実際加入率が低いと思う。 

（事務局）40パーセントを切っている。 

（委員長）10年前はもう少し高かったのか。 

（事務局）今の倍くらいの数字であった。ここ 10年で下がっている。 

（委 員）活動が活発なのは、大南や三ツ木だと思う。 

（委 員）夏にお祭りをやっていることを書けばいいのではないか。地域

でやっているお祭りは、自治会の人が陰になって一生懸命運営し

ている。子どもたちが夏休みの楽しみの一つのお祭りを支えてい

るのは自治会なので、加入しようという流れでどうだろうか。 

（委 員）漢字が多いので書体も変えて、雰囲気を変えたらどうだろう

か。 

（事務局）丸文字にし、かたい印象を変えたいと思う。 

（委 員）自治会だけでなく、子ども会のことを一緒に盛り込んだらどう
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か。 

（委 員）自治会の問題は、なかなか解決方法がない。 

（事務局）どうしたら、自治会加入率は上がるだろうか。 

（委 員）出ていく人が多い。 

（委 員）入っている人にメリットを感じないから、自治会を辞めていく

と思う。入っていることが当たり前という意識になればみんな入

ると思う。新しい家やマンションが建ったら必ずポストに自治会

の案内を入れておいて、近日中に誰か訪問などすればいいと思

う。そうしなければ、自治会はなくなってしまう。 

（事務局）転入者には自治会加入の案内のパンフレットを渡しているが、

自治会長にしてみれば誰が入ったかは知らない。転入者が自分か

ら声をかけなければいけないというのは、難しいと思う。 

（委 員）隣近所の人が、新しく引っ越してきた人に声をかければいいの

だが、隣近所も加入していないのでできなくなっている。 

（委 員）新しく引っ越してきた人には、声をかけに行っている。その人

が隣近所に聞いて、「うちも入っていない」と言われてしまうと

困ってしまう。 

（委 員）インターネット上では、「入らなくてもいい」や「入る必要は

ない」というような村山の掲示板の書き込みは見かける。 

（委 員）うちの市では、以前は市の広報は自治会を通じて配布されてい

たが、今は新聞折込になってしまった。 

（事務局）新聞折込の時代も終わってしまい、武蔵村山市ではシルバーの

人や障害者施設の人が配布している。 

（委 員）自治会に加入していなくても配布されている。 

（委 員）地域がコミュニケーションをとれるような仕組を、本当は行政

が作らないといけない。 

（事務局）入るメリットがこれだと強く言えるものがない。 

（委 員）災害時に発揮するのではないのか。 

（事務局）それが一番強みだと思う。 

（委 員）加入のすすめのところに、それを入れればいいのではないか。

（委 員）自治会を通して物資がもらえる。また、災害時の情報も入りや

すいと思う。それはいい点だと思う。 

（事務局）自治会すすめの３番目にそれは入れるべきだと思う。 

（委員長）緊急時の情報や食料等の配布は、一番に言ってもいいかもしれ

ない。 

（委 員）困ったときに助けてもらったら、自治会の見方は変わる。 

（委員長）自分の子が小さかったときは、市報が自治会単位で配布されて

いたので、入っていないと予防接種等の案内が分からないので困

ると思い自然と入ろうと思えた。しかし、今はそれがない。 

（委 員）会社を退職し高齢になって、自治会や老人会に入っていなく横

の連携がない方は、葬式等で本当に寂しい気がする。関わりがな

いと、本当に身内だけになってしまう。 

（事務局）今出た意見等をもう少し加え、校正したいと思う。 

（委員長）絵や写真を入れることは難しいだろうか。 

（事務局）夏祭りのイラスト等をいれれば、雰囲気も変わると思う。 

（委員長）「こうなったらいいのにな」についてはどうだろうか。 

（委 員）インタビューの人のイラストだが、これを使うのだろうか。楽

しそうな顔のイラストがいいと思う。 

（事務局）イラストは考えてみる。 

（委員長）そのほか、特集記事全般をとおし、何か意見や質問はあるだろ
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うか。 

（委 員）全体的に、今回は活字が多い。 

（委員長）伝えたいという気持ちがどんどん出ている結果だと思う。 

（委 員）読んでもらえると価値があると思う。また、色紙で印刷すれば

雰囲気も変わると思う。 

（事務局）前回の 16 号が、市民インタビュー形式ですっきりしていた印象

が強いので、今回は活字が多く感じるのかもしれない。 

（委 員）興味のある方は、このタイトルを見て読むと思う。 

（委員長）特集で、「はじめに」から「出産編」に入るつながりが分かり

づらい。 

（事務局）手当の一覧を２ページ、３ページの下段にもっていき、３ペー

ジに武蔵村山病院の記事をもっていけば見やすくなると思うの

で、そのような形に変えればいいだろうか。 

（委 員）それならつながりが分かりやすくなっていいと思う。 

（委員長）事務局で調整願いたい。 

（委員長）次に６ページの講演会報告について意見があるか。 

（事務局）このページは、前回会議での委員の感想を盛り込もうかと思っ

たが、来年度のＹＯＵ・Ｉフォーラムに向けての意見を求めるア

ナウンスを載せることにした。 

（委員長）意見募集していることが載っている、次はこういう人の話を聴

きたいということが分かっていいと思う。 

（委 員）その告知の文章の「男女共同参画推進市民員会で、講師や日程

を決定し開催した」というのは違和感を感じる。それより、「企

画・運営」という言葉を使えばいいのではないか。 

（委 員）「講師や日程を決定した」ではなく、「企画・運営し行ってい

る」としたらいいと思う。 

（委員長）そういうことをやっているというメッセージを流せばいい。そ

れで、何かあれば意見がほしいと伝わると思う。 

（事務局）すっきりした文面になると思うので、今出た文章に変更する。

（委員長）７ページの図書の紹介、ゆうあい後記について意見はあるか。

（事務局）ゆうあい後記はスペースの関係上、委員からもらった原稿を短

くしている人もいるので了承してほしい。 

（委員長）最後の８ページは、ふれあいセンターの記事となっている。補

足等はあるだろうか。 

（委 員）３月は事業が充実しているが、発行には間に合わないので、今

年度の活動実績ということでまとめた。 

（事務局）21 年度の事業計画で起業家講座もやる予定とのことだが、載せ

たらいいのではないか。 

（委 員）本当は予定講座を載せてもいいかと考えていたが、事業計画を

仕上げたのは先週だったので、原稿の締切には間に合わなかった

ので、載せられなかった。今からでも原稿は間に合うのか。 

（事務局）これから本日出た修正、補足箇所を編集するので、来週中に原

稿をもらえれば可能である。 

（委員長）具体的に出せるのであれば、そのほうがいいと思う。 

（委 員）話は戻るが、３ページにある「保健相談センターお伊勢の森分

室」の下に電話番号が載っているが、これだとどちらの施設をい

っているのか分かりづらい。 

（事務局）ここではお伊勢の森分室のことをいっているのだが、確かに勘

違いしてしまうと思うので、お伊勢の森分室だけの表記にしたい

と思う。 
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（委員長）初めての人という立場だと、どちらに行っていいのか分かりづ

らい。愛称でもあれば違うと思う。 

（事務局）印刷してしまうと、白黒になってしまうが、ホームページでは

カラーで見られるので、また違う雰囲気なので見てもらいたい。

発行予定は、３月２日である。今回、特集に協力してもらった、

武蔵村山病院、アルカディアにも情報誌を置きたいと思ってい

る。 

 

 (2)その他     

次回の開催日程について 

（委員長）次回は３月 23 日（月）午後２時からと決まっており、この委員

会も最後の開催となるので、１年間とおしての感想や今後のこと

について、各委員から話を聞きたいと思っているので、よろしく

お願いする。 

 

(3)学習タイム 

 「交際相手からの暴力と法～自分を守るための法的対策とは～」 

 ・ＤＶ、デートＤＶについて、資料をもとに事務局が説明。 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：    ０ 人 

□一部公開     □非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課     市民生活部 地域振興課（内線： ２２５） 

（日本工業規格Ａ列４番） 


